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1 はじめに

システム開発において，要求抽出はどの開発手法を用い

ても最初に行う工程であり，抽出結果を文書化した要求仕

様書を基にその後の開発を行うため，要求に抽出漏れ，矛

盾が生じるとそれ以降の工程に影響を及ぼす．これらか

ら，要求抽出は正しく，漏れなく行うことが求められる．

要求抽出においてインタビューの流れで頻出する特徴

をあらかじめまとめて活用できるようにした手法（イン

タビューパターン）がある．要求分析者にとってインタ

ビューパターンは顧客に聞くべきことや聞く順番などを示

唆する．そのため分析者はインタビューパターンに従って

進めると，質疑応答をより少なく，効率的に，要求文書を

正確に，漏れなく抽出することができると考えられる．

インタビューパターンはこれまでにもいくつも開発され

ているが [1][2][3]，その評価は十分になされているとは言

い難い．本研究では，熟練者のメールによるインタビュー

履歴を使って，これらのインタビューパターンがどれほど

当てはまるかを分析し，その結果より当てはまらなかった

部分を修正した改良インタビューパターンを提言する．既

存のインタビューパターンの中から最も当てはまったもの

を改良するという方針で進める．

2 関連研究

2.1 What Questions do Requirements Engi-

neers Ask?[1]

S．Malviyaらは 29人の要求専門家を含むエンジニアか

らデータを収集し，159の質問をオープンコーディングを

用いて分析し，9つの質問の目的 (Business Rule Analysis，

Change Impact Analysisなど) と 53のサブ目的 (Search

Business Rules，Completenessなど) に分類した．

2.2 ソフトウェア要求抽出におけるシステムエンジニア

のインタビュー分析 [2]

角は病院での薬剤システムの要求抽出会議を実施し，シ

ステムエンジニア役の被験者がインタビューを通して要求

を抽出する様子を観測する実験を行い，インタビューの傾

向を 7つに分類 (現状運用，現状機能，現状確認，新規運

用，新規機能，新規確認，非具体例)した．

2.3 インタビューによる要求抽出作業を誘導するシステ

ムの実現方法 [3]

古宮らは要求抽出実験を行い，要求抽出のために議論す

るべき内容を 9つの項目 (What，Examples，Why，Bud-

get，Schedule，Current system，Conditions，Constraints，

Policy)とし，その項目の順序などを記述している．

図 1 本研究におけるインタビューパターン

3 既存インタビューパターンの分析

3.1 準備

熟練した要求分析者がドメイン知識を活用しながらメー

ルでインタビューを用いて要求抽出を行った事例 [4] を分

析し，一問一答の整理文書へ加工した．整理文書は 127の

やり取りに分解できた．

3.2 比較分析

各研究に整理文書のインタビュー内容がどれ程当てはま

るか分析した結果，S．Malviya らの研究 [1] は 64，角の

研究 [2]は 82，古宮らの研究 [3]は 124当てはまった．ま

た，インタビューパターンが当てはまるか否かを判断する

5つの項目を求めた．これらの項目は，実際のメール履歴

を分析し，メール履歴の中のステークホルダの回答結果が

要求抽出におおいに貢献したもの選んだ．これを以下の 1

から 5に示す．’当てはまる’を [○]，’当てはまらない’を

[ｘ]とし，結果を表 1に示す．

1. 具体例を用いた要求抽出は含まれるか

2. 要求の確認は含まれるか

3. インタビューの順序があるか

4. 先送り事項に関しての質問などに対応しているか

5. 他の機能との対応付けはあるか

表 1 各項目に対する各研究の適合度

項目 1． 2． 3． 4． 5．

S．Malviyaらの研究 ｘ ○ ｘ ｘ ｘ

角の研究 ○ ○ ｘ ｘ ｘ

古宮らの研究 ○ ○ ○ ｘ ○

3.3 改良インタビューパターン

表 1より，古宮らの研究 [3]で得られたインタビューパ

ターンを選び，これをを改良することとした．

本研究では，メールでの要求抽出に必要な項目を基に表
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図 2 図書館業務の要求抽出のメール履歴と要求仕様の関係

2の順で要求を抽出する．古宮らの研究では，Whatのす

ぐ後に Exampleを出していることから議論範囲が広まり，

機能に関連のない話題が出てしまう可能性がある．本研究

では，Constraints をWhat のすぐ後にしたことにより，

Whatの回答で得られた機能の Constraintsを直ちに尋ね

ることになり，機能と関連のない話題は避けることがで

き，効率的に要求を抽出できると思われる．Whatの機能

を実現するための機能といった階層構造や，Whatの機能

には非機能要求も含まれるので，開発するソフトウェアの

要素という意味で，開発すべき機能をエレメントとした．

これらの階層構造に対応するため，プログラミング言語形

態で表す要求仕様に抽出できた要求を埋め込む．また，機

能とは直接関係がない要求などの細かな疑問を要求仕様を

確認しながらインタビューすることで，古宮らが対応でき

なかった細かな要求に対応できると考えた．

これらから，すべての工程を表すフローチャート, メール

における具体的なインタビューの流れを表すインタビュー

パターンを図 1に示す．

表 2 メールにおけるインタビュー
1st
Current system 現行のシステムについての質疑
What 開発するソフトウェアのエレメント
Constraints 制約
Examples 例えば、どのようなことができるか
Why 開発の理由や背景
2nd
Conditions 設計条件など
Policy 開発方針
3rd
Budget 開発予算
Schedule 開発期間

3.4 要求仕様

各インタビューが終了する毎に回答から得られた内容を

記述する．エレメントを階層構造としているので，ここで

使用する要求仕様書の記法はそれに合った記法として，プ

ログラミング言語形態を採用した．図書館業務のメール履

歴 (図 2a) と要求仕様の関係 (図 2b) を図 2 に例を示す．

1stで得られた情報は，「資料の登録と削除」という回答が

得られ，これは図 1 では開発するソフトウェアのエレメン

ト (What)に該当しているため，その内容を要求仕様の階

層構造の最上位に埋め込む．「資料を登録する」という回

答が得られ，これは図 1 ではエレメントを実現するために

必要な子エレメント (What)に該当しているため，その内

容を要求仕様の階層構造の次層に埋め込む．「(資料を登録

する)内の全て」という回答が得られ，これは図 1ではエ

レメントに対する制約や付属する要求 (Constraints)に該

当しているため，その内容を要求仕様の階層構造の次層に

埋め込む．

また，まだ決めていない先送り事項を記録する必要があ

るため，要求仕様の関連する箇所にスラッシュスラッシュ

で埋め込む．Condition，Policyは，要求仕様を確認し，不

都合が無ければ要求仕様を変更しないので対応関係は記述

しない．

4 今後の課題

本研究では，3つの論文を比較し，メールにおけるイン

タビューパターンを用いた要求抽出法について提案した．

今後は，検証や評価を行い，有効な手法かを確かめたい．
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